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2
月
11
日（
水
・
祝
）の

朝
、足
半
草
履
保
存
会
の

仲
間
が
両
島
公
民
館
に
集

ま
り
、藁
で
大
き
な
足
半

を
二
つ
作
り
ま
す
。

　
足
半
が
で
き
る
と
祭
壇

に
飾
り
、音
頭
取
り
の
鉦

の
音
に
合
わ
せ
て
数
珠
を

回
し
て
、八
日
念
仏
を
唱

え
ま
す
。念
仏
が
終
わ
る

と
、両
島
町
会
境
の
南
と

北
に
あ
る
大
き
な
木
に
結

び
付
け
て
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る

こ
の
行
事
は
、村
人
の
無

病
息
災
と
家
内
安
全
、五

穀
豊
穣
を
祈
念
し
て
始

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
市
内
に
伝
承
さ
れ
て
い

る「
こ
と
八
日
」の
行
事

を
、
次
世
代
に
伝
え
て

い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

大
き
な
足
半
で

疫
病
神
を
追
い
払
う

ケ ミ

シリーズ　受け継ぎ伝える松本のたから 18

（足半とは踵のない短い草履のこと）

あし　  な か
＝ 松本市重要無形民俗文化財 ＝

両島のお八日念仏と足半
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２
月
15
日
中
央
公
民
館
に
、約
４
０
０
人
の
市
民
・
関
係
者
が
参

加
し
て
公
民
館
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
に
直
面
し
て
い
る
地
域
の
現
状
に
、公
民
館

は
今
ど
う
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、あ
ら
た
め
て
真
価
を
問
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」を
考
え「
学
都
松
本
」

の
人
づ
く
り
の
視
点
か
ら
公
民
館
の
成
果
と
課
題
を
整
理
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、基
調
講
演
と
11
分
科
会
で
熱
心
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。２
面
と
５
面
に
そ
の
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

松
本
市
公
民
館
研
究
集
会

地
域
を
つ
な
ぎ
暮
ら
し
を
創
る
〜
公
民
館
の
可
能
性
を
探
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
支
援
協
会

代
表
理
事　

吉
田　
博
彦
氏

　

東
日
本
大
震
災
以
後
の
社
会
情

勢
や
公
民
館
の
全
国
的
な
動
向
等

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
あ

り
方
、
可
能
性
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
現
代
社
会
を
き
ち
ん
と

認
識
し
、「
内
か
ら
わ
き
あ
が
る
力

で
良
き
こ
と
を
し
た
い
と
思
う
人

が
多
い
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
、

地
域
住
民
が
自
発
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
個
人
の
要
望
に

基
づ
く
生
涯
学
習
を
展
開
す
る
こ

と
等
々
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
公
民
館
の
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
と
し
て
の
結
論
は
、
１

９
４
６
年
文
部
次
官
通
牒
「
公
民

館
の
設
置
運
営
に
つ
い
て
」や「
公

民
館
設
置
要
綱
」
に
謳
わ
れ
た
公

民
館
の
姿
を
実
現
す
る
こ
と
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
、
ま
た
住
民

意
識
が
多
様
化
す
る
な
か
で
、
地

域
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
を
い
か

に
促
す
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
和
田
「
西
原
町
会
」。
何
も
わ

か
ら
な
い
な
か
で
の
町
づ
く
り
と

住
民
参
加
の
難
し
さ
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
な
が
ら
も
、
地
域
づ
く
り

の
積
み
上
げ
に
よ
り
住
民
間
の
つ

な
が
り
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
団
地
誕
生
か
ら
40
年
、

高
齢
化
率
が
市
の
平
均
を
超
え
る

な
か
、
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
行

事
の
参
加
人
数
が
増
加
、
住
民
同

士
の
交
流
が
進
ん
だ
笹
賀
「
二
美

町
２
丁
目
町
会
」。
新
旧
の
町
づ

く
り
事
例
に
は
、
そ
の
実
行
力
に

深
い
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

　

話
題
提
供
が
「
寿
地
区
子
育
て

支
援
１
９
２（
い
く
じ
）サ
ロ
ン
」・

「
松
本
マ
マ
の
会
」・
市
の
こ
ど
も

育
成
課
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
転
勤
族
の
若
い
母
親
た
ち

で
つ
く
る
「
松
本
マ
マ
の
会
」
か

ら
は
、
地
域
の
行
事
に
子
ど
も
を

参
加
さ
せ
た
い
が
詳
細
な
情
報
が

得
ら
れ
な
い
、
ま
た
親
兄
弟
な
ど

頼
れ
る
人
が
少
な
い
な
か
気
軽
に

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
れ
ば
、
と
い
っ
た
切
実
な
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
地
域
の

子
育
て
支
援
や
公
民
館
が
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
ま
し

た
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢

の
独
り
暮
し
や
夫
婦
世
帯
・
認
知

症
患
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
な

か
で
、「
孤
立
」
や
「
閉
じ
こ
も

り
」
を
防
ぐ
た
め
、近
隣
で
の
「
見

守
り
」が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
分
科
会
で
は
、
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
三
つ
の
事
例
発
表
を

ふ
ま
え
、
町
会
や
隣
近
所
で
何
が

で
き
る
か
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
な
が

ら
、
町
会
・
隣
近
所
の
つ
な
が
り

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
や
、
認
知

症
に
対
す
る
周
囲
の
理
解
を
広
め

る
こ
と
の
大
切
さ
、
ま
た
そ
の
仕

組
み
づ
く
り
等
に
つ
い
て
真
剣
に

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

吉田博彦氏による「基調講演」

全11分科会で討議を深める

下新南町会長寿会のハーモニカ教室

寿地区子育て支援192サロン

第30回
『
基
調
講
演
』

「
３・
11
以
後
の

  

公
民
館
の
使
命
」

第
１
分
科
会

―

町
会
・
町
内
公
民
館―

地
域
と
人
を
繋
ぐ
町
会

　

町
内
公
民
館
の
役
割
と
は

第
６
分
科
会

―

地
域
福
祉―

町
会
で
の
見
守
り
活
動

　

か
ら
つ
な
げ
る
支
え
合
い

第
４
分
科
会

―

子
ど
も
・
子
育
て―

今
の
子
育
て
に
、地
域
や

　
　
公
民
館
が
で
き
る
こ
と



ど
も
の
成
長
を
見
守
る
取
り
組
み

が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

館
報
全
市
版
か
ら
も
、
本
紙
連

載
中
の
「
ま
つ
も
と
の
今
昔
」
を

大
型
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
そ
ば
打

ち
講
座
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て
約
２

年
に
な
る
。
お
か
げ

さ
ま
で
こ
の
間
、
講

師
先
生
及
び
先
輩
た

ち
に
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
、
粉
を
練
る
と
こ
ろ
か

ら
そ
ば
切
り
ま
で
、
一
連
の
そ
ば

打
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
▼

そ
ば
粉
と
小
麦
粉
の
割
合
は
八
対

二
で
、
水
は
神
社
の
湧
水
を
使
用
。

水
ま
わ
し
、
練
る
、
の
す
、
切
る
動

作
を
、
自
分
の
番
が
回
っ
て
く
る

ま
で
先
輩
た
ち
の
手
元
を
よ
く
見

て
い
る
。
あ
と
は
見
様
見
真
似
で

打
つ
が
、
難
し
く
奥
深
い
▼
毎
回

皆
で
食
べ
る
そ
ば
は
、
ど
こ
の
お

そ
ば
屋
さ
ん
よ
り
美
味
し
い
と
自

負
し
て
い
る
。「
ひ
き
た
て
」「
打
ち

た
て
」
大
鍋
で
の
「
茹
で
た
て
」

と
、
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
そ
ば
を
い

た
だ
く
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
る
。

そ
ば
切
り
で
切
り
損
じ
た
も
の
を

集
め
て
う
す
や
き
に
す
る
。
特
製

の
ね
ぎ
味
噌
を
つ
け
て
い
た
だ
く
。

こ
れ
も
ま
た
美
味
し
い
▼
趣
味
が

一
つ
増
え
た
。
毎
月
こ
の
日
が
く

る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
低

カ
ロ
リ
ー
で
タ
ン
パ
ク
質
・
食
物

繊
維
が
多
く
、
脳
卒
中
や
高
血
圧

に
も
良
い
と
い
わ

れ
る
そ
ば
を
打
ち
、

一
層
美
味
し
い
そ

ば
を
追
求
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
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写真でつづる
まつもとの今昔㉑まつもとの今昔㉑

信大医学部附属病院の南病棟と北病棟の夜景、
写っていないが西側に中病棟があった。うっすら
と雪が残っている。

新しくなった病棟の周りは駐車場が増えて、機能
的になった。

（1976.3.22  写真提供：日本報道写真連盟）

（2014.3.3　撮影）

昔

今

～ 信大医学部附属病院 ～

館報全市版からも写真パネルを出展

田川公民館図書視聴覚委員の読み聞かせ

情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

第
10
分
科
会

―

公
民
館
委
員
会―

公
民
館
委
員
の

　

学
び
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　

公
民
館
活
動
の
形
骸
化
・
マ
ン

ネ
リ
化
な
ど
が
課
題
と
し
て
提
示

さ
れ
る
一
方
で
、
田
川
公
民
館
図

書
視
聴
覚
委
員
会
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
有
志
を

中
心
と
し
た
寿
公
民
館
視
聴
覚
委

員
会
の
自
由
な
活
動
の
様
子
な

ど
、
住
民
主
体
の
活
気
あ
る
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
の
充
実
し
た
活

動
に
興
味
津
々
で
、
質
問
や
前
向

き
な
発
言
が
た
く
さ
ん
飛
び
交
い

ま
し
た
。
公
民
館
の
あ
り
方
は
地

域
ご
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
公
民
館
長

の
裁
量
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
。

地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
住
民
の

声
を
す
く
い
あ
げ
て
く
れ
る
公
民

館
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
２
年
目
が
終
了
し
、
６
つ

の
テ
ー
マ
型
講
座
の
成
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
松
本
ら
し
い
地
域
づ
く
り
・

人
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
公
民
館

の
学
習
が
市
民
と
行
政
等
を
つ
な

ぎ
、
住
民
全
体
で
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
と
い
う
「
取
り
組
み
の

形
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
型
講
座
の
一
つ
で
あ
る

「
高
齢
者
支
援
講
座
」で
は
、「
地
域
・

公
民
館
・
福
祉
ひ
ろ
ば
等
が
連
携

し
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
を

学
ん
だ
こ
と
で
、
独
自
に
サ
ロ
ン

事
業
を
立
ち
上
げ
る
町
会
も
で
て

き
ま
し
た
。

　

全
14
団
体
・
公
民
館
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
情
報
発
信
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
の
創
意
工

夫
が
み
ら
れ
る
展
示
は
ど
れ
も
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

な
か
で
も
「
寿
地
区
子
育
て
支

援
１
９
２
サ
ロ
ン
」
や
、市
の
「
生

き
る
力
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
育
成

事
業
」、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
た
寿
学
校
応
援
団
な
ど
、
子

特
別
分
科
会

―

文
部
科
学
省
委
託
事
業―

公
民
館
の
学
び
が
つ
な
ぐ
、

   

松
本
ら
し
い

　

 

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り



　

大
名
町
―
西
堀
―
六
九
町
の
女

鳥
羽
川
沿
い
―
縄
手
―
緑
町
―
上

土
―
片か
た

端は

総
掘
―
北
馬
場
―
外
堀

を
結
ぶ
松
本
城
周
辺
２
・
６
㌔
の

散
策
ル
ー
ト
に
は
、〝
ま
つ
も
と
城

下
町
湧
水
群
〞
に
登
録
さ
れ
た
８

か
所
の
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
旧
く

は
16
世
紀
に
遡
り
、
江
戸
時
代
、

明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
造
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
松
本

城
史
跡
め
ぐ
り
に
も
な
り
ま
す
。

　

大
名
町
大
手
門
駐
車
場
角
と

西
堀
通
り
角
の
大
名
町
大
手
門

井
戸
と
西
堀
公
園
井
戸
は
最
近

整
備
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、

夏
に
は
通
り
か
か
る
人
の
の
ど
を

潤
し
ま
す
。
人
混
み
の
縄
手
通
り

を
緑
町
に
入
る
と
、
松
本
城
辰
巳

隅
櫓
と
辰
巳
御
殿
の
あ
っ
た
公
園

に
辰
巳
の
庭
が
あ
り
ま
す
。
夏
に

は
一
休
み
の
人
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
上
土
の
下
町
会
館
に
は
、
江

戸
時
代
、
町
人
・
農
民
が
城
内
へ

出
入
り
を
許
さ
れ
た
東
門
の
跡
に

あ
り
、
そ
の
一
角
に
あ
る
の
が
東

門
の
井
戸
で
す
。
片
端
総
掘
北
の

は
ず
れ
に
は
、
武
士
し
か
出
入
り

で
き
な
い
北
門
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
19
年
、
総
堀
の
半
分
が
埋
め

立
て
ら
れ
た
時
に
、
北
門
大
井
戸

が
掘
ら
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
水
量

は
、
総
堀
を
流
れ
女
鳥
羽
川
に
注

ぎ
ま
す
。
北
馬
場
通
り
を
数
分
、

左
側
に
大
き
な
老
柳
の
下
に
北
馬

場
柳
の
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
埋
め

立
て
ら
れ
た
総
堀
跡
地
に
自
噴
し

た
そ
う
で
す
。
外
堀
の
西
に
あ
る

松
本
神
社
に
昔
か
ら
湧
く
暘よ
う

谷こ
く

霊

水
、
そ
の
す
ぐ
前
に
松
本
神
社
前

の
井
戸
が
あ
り
、
夏
は
観
光
客
が

涼
を
と
り
ま
す
。
外
堀
に
沿
っ

て
、
市
役
所
通
り
北
側
に
あ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
会
計
事
務
所
の

間
に「
地
蔵
尊
出
現 
霊
水
地
」
記

念
碑
と
共
に
地
蔵
清
水
の
井
戸
が

あ
り
ま
す
。
１
５
８
５
年
頃
、
井

戸
掘
削
中
に
掘
り
出
さ
れ
た
、
製

作
が
１
１
８
８
年
と
さ
れ
る
地
蔵

尊
に
ち
な
ん
だ
最
も
歴
史
の
あ
る

井
戸
で
す
。
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完成した「入山辺文化誌」

北門大井戸

　
「
入
山
辺
文
化
誌
」
が
昨
年
12
月

に
完
成
し
、
こ
の
ほ
ど
全
戸
に
無

償
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
文
化
誌
は
、
上
下
２
巻
９
７

０
ペ
ー
ジ
に
及
び
ま
す
が
、
表
や

写
真
を
随
所
に
配
置
し
て
、
読
み

や
す
く
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
山
辺
の
公
民
館
報
は
、
昭
和

24
年
10
月
に
創
刊
さ
れ
て
お
り
、

平
成
26
年
９
月
に
通
算
４
０
０
号

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
機
に
、
館
報
の
合
冊
版
と

併
せ
て
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
で

調
査
し
た
各
町
会
の
文
化
資
産（
伝

統
行
事
・
石
造
物
・
神
社
仏
閣
・

風
景
等
）
を
網
羅
し
た
「
入
山
辺

文
化
誌
」
を
発
刊
す
る
こ
と
と
し

て
、
平
成
25
年
か
ら
作
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
公

民
館
を
事
務
局
と
し
て
、
元
地
区

公
民
館
長
３
名
、
館
報
編
集
委
員

４
名
が
執
筆
、
編
集
に
携
わ
り
ま

し
た
。

　

文
化
誌
に
は
、
戦
後
の
混
乱
期

か
ら
入
山
辺
の
人
々
が
築
い
て
き

た
文
化
、
行
事
、
教
育
等
の
貴
重

な
歩
み
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
折
に
ふ
れ
、
こ
の
文
化
誌
を
開

い
て
、
65
年
間
の
先
人
の
努
力
に

学
ん
で
ほ
し
い
…
」

　

今
後
、
本
誌
を
活
用
し
た
歴
史

文
化
講
座
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

材料：

サクサク感がたまらない

長芋と油が見事な調和!!

長芋、オリーブオイル、塩、
ポン酢、胡麻

地産地消のかんたんレシピ
「
入
山
辺
文
化
誌
」完
成
！

わ
が
ま
ち
自
慢 

第
５
回

2.フライパンにオリーブオイルをひき、
焦げ目がつくまで炒め塩で味付ける

1. 長芋を長さ5cm、7mm角に切り、
水にさらす

3. 好みで胡麻とポン酢をかける

『長芋チップス』


